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新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけ変更による入院調整体制の

移行に向けた「医療機関等情報支援システム（G-MIS）」の改修等について 

貴職におかれましては、新型コロナウイルス感染症対策にご尽力を賜り、厚く

御礼申し上げます。

さて、医療機関等情報支援システム（G-MIS）では、令和 4 年 3 月に都道府県

内の関係者間で新型コロナウイルス感染症患者の受入可能病床情報の共有を行

う等の「地域病床見える化」機能を構築しています。この機能は感染症法上の位

置づけ変更後も入院調整の活用が可能であり、また、積極的な活用が推奨されて

います。

本事務連絡は、位置づけ変更後に向けた環境整備として、必要となる関係機関

への ID 付与や、地域の関係者間で受入可能病床を確認するために改修項目とし

て、「表示対象医療機関」、「閲覧可能な者」、「表示項目」等を情報共有するもので

す。改修日程は、令和 5 年 4 月 26 日 (水 ) 17:00～20:00 を予定しています。  

また、都道府県においては、これらの内容につき、コロナ患者を受け入れる医

療機関、外来対応医療機関等、後方支援医療機関、並びに、これらの医療機関の

実績等をとりまとめて報告を行う郡市区医師会・都道府県医師会等の関係団体に

対して、周知することが要請されております。

なお、体制構築に資するため、コロナ入院患者の受入可能病床数及び入院患者

数の入力の徹底、外来対応医療機関等においても本機能の積極的に活用すること

も併せて要請されております。

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくとともに、

貴会管下の郡市区医師会並びに関係医療機関等への周知方につき、ご高配を賜り

ますよう宜しくお願い申し上げます。
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厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけ変更による入院調整体制の 

移行に向けた「医療機関等情報支援システム（G-MIS）」の改修等について 

平素より、新型コロナウイルス感染症対策に御尽力・御協力を賜り、誠にありがとうご

ざいます。 

これまでも、新型コロナウイルス感染症患者の入院調整において、関係者間の情報共有

が重要であり、地域の実情に応じて地域の関係者間で受入可能病床情報の共有を行う Web

システムを構築することが重要である旨お示ししてきたところです。 

医療機関等情報支援システム（G-MIS：Gathering Medical Information System（以下「G-

MIS」という。））上においても、日々医療機関から報告されている項目のうち、病床の使用

状況の共有に資するもの、さらには入院調整にも活用しうる項目について同一都道府県内

の関係者間で共有できる仕組み（「地域病床見える化」機能）を、令和４年３月に構築した

ところです。今般の新型コロナウイルス感染症の位置づけ変更後も、本機能は活用可能で

あり、都道府県内における空床情報を共有できる情報基盤として、その活用を積極的に検

討いただくようお願いしているところです。 

入院調整体制の移行に向けた環境整備として、G-MIS に関し、必要となる関係機関への

ID付与や、地域の関係者間で受入可能病床を容易に確認できるよう画面の改修を行うこと

としています。その具体的な内容について、下記のとおり整理しましたので、その内容に

ついてご確認いただくとともに、管内の新型コロナウイルス感染症患者を受け入れる医療

機関、外来対応医療機関等、後方支援医療機関及びこれらの医療機関の実績等をとりまと

めて報告を行う郡市区医師会・都道府県医師会等の関係団体に対して、周知の上、ご対応

いただきますようお願いします。 

なお、円滑な体制構築に資することから、以下の点についてもあわせて関係機関に周知

いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

・ 新型コロナウイルス感染症患者を受け入れる医療機関においては、G-MIS でコロナ入

院患者の受入可能病床数及びコロナ入院患者を受け入れた場合の入院患者数の入力

を徹底していただきたいこと 

・ 外来対応医療機関等においても、特に医療機関間で入院調整を行う場合等に G-MISの

本機能を積極的にご活用いただきたいこと 



記 

１ 「地域病床見える化」機能について（別添１参照） 

＜表示対象の医療機関＞ 

・ 自都道府県内の病院 

・ 自都道府県内の確保病床を有する有床診療所 

※ 開設直後で、G-MIS IDを所有していない場合などは除きます。 

※ 確保病床を有さない有床診療所は対象外となっていることについて、あらかじめご了

承ください。 

※ 自都道府県内の情報のみとなっており、他都道府県の情報は閲覧できないことについ

て、あらかじめご了承ください。 

＜情報共有の対象者（閲覧可能な者）＞ 

都道府県/市区町村、病院、診療所（※）、消防機関（※）、保健所（※）、 

とりまとめ団体（※）、その他郡市区医師会・都道府県医師会等の関係団体（※） 

※ G-MIS IDを所有している場合に限ります。 

＜G-MIS改修後の空床情報に関する表示項目＞ 

基本情報 

（１）市区町村 

（２）二次医療圏名（二次医療機関コード） 

（３）医療機関名（医療機関コード） 

（４）連絡先 

搬送先調整に用いる連絡先が代表番号以外にある場合には当該番号、ない場合

には代表番号 

空床状況、受入状況 

（１）報告日時 

医療機関が日次調査を入力した日時 

※ 日次調査は、実績日の翌日 13時までにご報告いただくものとしています。 

（２）受入可能病床数 

確保病床に限らず、新型コロナウイルス感染症患者を受け入れ可能な病床数 

（３）うち、重症患者用 

（２）のうち、重症患者用の受け入れ可能な病床数 

（４）回復後患者用 

新型コロナウイルス感染症から回復した後、引き続き入院管理が必要な患者を

受け入れ可能な病床数 

※ （２）～（４）について、 

「受け入れ可能な病床」とは、空床である又は入院している患者をすぐに転床

させることにより、即時患者を受け入れられる病床のことを指し、既に患者が

入院している病床は含みません。 



（５）入院患者数 

入院中の新型コロナウイルス感染症患者数 

（６）確保病床数 

自都道府県の病床確保計画に位置づけられた、受入要請があれば患者受入を行

うことについて都道府県と調整済みの最大の病床数（確保病床を有さない場合

には０） 

（７）備考欄 

連絡事項（例：院内感染対応中、透析患者用○床、妊婦患者用○床） 

※ 画面に掲載され多数の関係者が閲覧することとなるため、患者情報などの個

人情報を記載しないでください。 

＜改修日程について＞ 

・ 令和５年４月 26日（水）17:00～20:00の日程で、システム改修を行います。 

・ 改修中は、「地域病床見える化」画面が閲覧者ごとに異なることが想定されます。日

次調査、週次調査など、その他の機能は通常とおり使用することが可能です。 

・ 自都道府県内の確保病床を有する有床診療所の情報が閲覧可能となるのは、令和５年

５月８日（月）以降となることについて、あらかじめご了承ください。 

２ 保健所への IDの発行等について 

・ 現状、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い必要となった医療従事者の新規募集を

目的として都道府県が事務委任先として指定した保健所の所有する G-MIS ID では、

「地域病床見える化」機能を活用できない状態ですが、本改修後には閲覧可能となり

ます。 

・ G-MIS IDを所有しておらず、ID発行を希望する保健所の情報を、様式（別添２）に

記入し、貴部局でとりまとめた上で、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進

本部医療班宛てに送付をお願いいたします。 

３ 郡市区医師会・都道府県医師会等の関係団体への IDの発行等について 

・ 医療機関の裾野を広げる取組を進めるに当たって、医療機関間の入院調整を効率的に

行う観点から、郡市区医師会・都道府県医師会等の関係団体等が委託を受け、本機能

を活用し入院調整を行ったり、G-MISを閲覧できない診療所への情報提供を行うなど

の取組が考えられます。 

・ G-MIS IDを所有しておらず、ID発行を希望する関係団体の情報を、とりまとめ団体

報告様式（下記（参考）の事務連絡の別紙１）に記入し、貴部局でとりまとめた上で、

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部医療班宛てに送付をお願いいた

します。 

（参考）「「診療・検査医療機関（仮称）」等における「新型コロナウイルス感染症医療機関等情報支援 

システム（G-MIS）」を用いた受診者数等の報告について」（令和２年 10 月９日付け事務連絡） 



※ 今回、郡市区医師会・都道府県医師会等の関係団体等に対して発行する IDは、医

療機関の実績等をとりまとめて報告を行う、とりまとめ団体用のものであること

について、あらかじめご了承ください。（報告画面が表示されますが、とりまとめ

団体でない場合には、当該報告は不要です。） 

４ 外来対応医療機関等への IDの発行等について 

・ 「外来対応医療機関の指定状況の報告及び「医療機関等情報支援システム（G-MIS）」

の ID 付与について」（令和５年３月 31日付け事務連絡）をご参照ください。 

５ 消防機関への IDの発行等について 

・ 「消防機関における「医療機関等情報支援システム（G-MIS）」の ID 付与について」

（令和５年３月 24日付け事務連絡）をご参照ください。 

６ 留意事項 

・ G-MISの操作方法について記載した、各種 G-MIS操作マニュアルの改訂を予定してい

ます。改訂後のマニュアルについては、後日、各都道府県宛に送付の上、厚生労働省

HP及び G-MIS上に掲載する予定です。 

・ ID の発行及び各種連絡事項等については、原則としてメールで行います。「@g-

mis.mhlw.go.jp」「@med-login.mhlw.go.jp」及び「@g-mis.net」のドメインからのメ

ール受信ができるよう設定をお願いします。 

７ 様式の提出先 

「厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 医療班」宛 

メールアドレス  

以上 



No 都道府県 保健所符号 保健所名 担当者⽒名 電⼦メールアドレス 担当部署 電話番号
例 ○○県 99 ××市 厚労_太郎 sample@mhlw.go.jp 〇〇局 ××課 (09)9999-9999
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1/23 保健所担当者

Chi1-PC12
テキストボックス
別紙１



G-MISを活用した新型コロナウイルス感染症の患者の入院調整について

1

外来 入院

G-MIS上で受入可能病床数を可視化

市区町村 医療機関名 報告日時
受入可能

病床数

うち、

重症患者用
連絡先

○○市 A病院 XX/XX 9 3 XX-XXX-XXXX

○○市 B病院 XX/XX 3 0 XX-XXX-XXXX

○○市 C病院 XX/XX 2 1 XX-XXX-XXXX

○○市 D病院 XX/XX 2 0 XX-XXX-XXXX

工夫②
受入可能病床数が多
い病院から表示する。

工夫①
表示する項目数を減ら
し見やすくする。

入院調整を希望する医療
機関名、二次医療圏等で
検索を行うことが可能。

可能な限り、
直近の状況を入力閲覧

病院

診療所

＜広く一般的な医療機関＞

G-MIS閲覧可能範囲 G-MIS入力可能範囲

病院

とりまとめ団体
（地区医師会、委託業者等） ・画面に表示する項目は、以下のような必要最小限の項目とする。

①市区町村名・二次医療圏名・二次医療機関コード
②医療機関名（医療機関コード）
③受入可能病床数
④うち、重症患者用
⑤うち、回復後患者用
⑥報告日時
⑦連絡先 等々

※その他、詳細な項目（例：透析患者受入可能病床等）は別画面で確認可能

• 入院調整において、入院依頼を希望する医療機関と受け入れ医療機関間で、空床情報を共有できる情報基盤として、

地区医師会等と連携しながらG-MISを活用していただく。

• 本システムによって、受け入れ医療機関の空床情報を検索できることで、入院調整を効率的に行うことが可能になる。

（本システムにはマッチング機能は備えておらず、最終調整は電話でのやり取りを想定している。）

調整困難事例
の

調整を実施

G-MIS閲覧できない
診療所への情報共有等

救急＜入院依頼を希望する医療機関＞ ＜受け入れ医療機関＞

順次拡大

＜対応医療機関＞

• 入院調整において、入院依頼を希望する医療機関と受け入れ医療機関間で、空床情報を共有できる情報基盤として、

地区医師会等と連携しながらG-MISを活用していただく。

• 本システムによって、受け入れ医療機関の空床情報を検索できることで、入院調整を効率的に行うことが可能になる。

（本システムにはマッチング機能は備えておらず、最終調整は電話でのやり取りを想定している。）

都道府県等




